
【全国学力・学習状況調査問題に見るＲＳＴの成果と課題】 資料５
（１）小学校６年生【算数】より

◎ 図やグラフをもとに説明をする問題〔１(３)正答率 本市：76.5 県：74.2 全国：76.0〕

➪ 図を元に、１列分の値段を「１４７０÷３」の式と結び
つけて考える力は、RS「イメージ同定」につながっている。
また、ゆうとさんの説明文をもとにくるみさんの考えを

説明するためには、文の係り受けを意識する必要があり、
これは文章として主語や述語を意識して書くRS「係り受け
解析」につながっている。
小学校６年生のRSTにおける「係り受け解析」「イメージ

同定」の能力値平均の値は他の項目と比べて高く、このよ

うな問題を読み解く力となって表れている。



● 示された場面の語句を理解し、選択肢の状況をとらえて解答する問題〔２(３)正答率 本市：16.5 県：18.5 全国：21.4〕

➪（１）（２）の問題は「果汁の量」を問う問題、（３）は「果汁の割合」を問う問題
であえい、この違いが何を指しているのか理解できていない児童が多かったと考え
られる。また、選択肢「１」を選んだ児童が多かったが、自分の生活経験と結びつ
けて「ジュースを分けると味が薄くなるのはおかしい。何人で分けても味は同じだ。
つまり、果汁の割合は変わらないはずだ」と考える力、根拠を明確にして考える力
を高めていく必要がある。これは、RS「推論」につながっている。RSTの結果では、
６年生の「推論」は能力値の幅が大きく、推論ができる子どもとできない子どもの
差が大きかった。



（２）中学校６年生【数学】より
◎ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を説明する問題〔８(２)正答率 本市：38.4 県：34.6 全国：38.4〕

➪ この問題の正解の基準は、
「グラフを用いることについて記述している」
「式を用いることについて記述している」
「表や数値を用いることについて記述してある」
ことが必要であり、数学的根拠を元に考える力が求めら
れる。これは、ＲＳの「推論」の力につながる。
今年度の中学３年生の能力値平均では、６分野７項目

の中で３番目によい値だった。
また、相手に伝わる文を書くためには、ＲＳの「係り

受け解析」（３年生のＲＳＴの結果では１番良い値だっ
た）の力が基礎的な力として重要なことから力がついて
いるといえる。



● 箱ひげ図から分布の特徴を読み取る問題〔７(２)正答率 本市：32.0 県：39.5 全国44.1〕

➪ 箱ひげ図から分布の特徴を読み取る問題であり、ＲＳＴ
の「イメージ同定」の問題そのものである。「箱が示す区
間」がどれなのか、「データの散らばりの程度」の意味や、
「データの個数」はかわりがないことなどをふまえて選択
肢を選ぶ問題だが、本市では３を選択した生徒が多かった。
ＲＳＴの結果では、「イメージ同定」の能力値平均の幅

が大きく、「イメージ同定」ができる子どもとできない子
どもの差が大きかった。


